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７月３１日　はがまるくんとプール（南高根沢ひばり保育園）

主な内容
平成25年7月末日現在
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　9月ごみカレンダー 環境対策課【☎028(677)6041】

            収集地区

分類

祖母井・稲毛田
上稲毛田・給部
芳志戸・八ツ木

上延生・下延生
与能・打越新田
東高橋・西高橋

下高根沢
東水沼

西水沼・北長島

不燃ごみ・ビン類・
衣類布類 　11日（水） 13 日（金） 18 日（水）

紙・カン・
ペットボトル

  5  日（木）
24 日（火）

  11 日（水）
25日（水）

12 日（木）
26 日（木）

可燃ごみ 上記黒字の地区は火・金
上記色字の地区は月・木

家庭粗大ごみ
個別回収 9月 25日（水）個別回収 (事前に申込が必要 )

問　宇都宮市文化会館　【☎028(636)2125】

問　町民会館　【☎028(677)0009】

業務時間 業務内容 問い合わせ

平日

8：30 ～17：15
通常業務 各課

土日祝

8：30 ～17：00
死亡届など
戸籍関係の提出のみ

日直

【☎028（677）1111】

自動
交付機

　平日　     8：30 ～17：15
（木曜日のみ8：30 ～19：15） 住民票・印鑑証明書のみ

住民課

【☎028（677）6014】
土日祝　　8：30 ～17：00

窓口一部延長（毎週木曜日）

17：15 ～19：15
住民票・印鑑証明書・戸籍謄
抄本の発行、印鑑登録のみ

住民課

【☎028（677）6014】

9月21日（第３土曜日）
8：30 ～12：00

事前（３日前まで）に
担当課に要予約

各課

2013.11月3日　［日・祝］

2013.11月23日　［土・祝］

［会場］宇都宮市文化会館大ホール
　開場 15:00　開演 15:30

［会場］芳賀町民会館ホール
1 回目　 開場 14:00  開演 14:30
2 回目　 開場 18:00  開演 18:30

チャイコフスキー
　スラブ行進曲 op.31
　ピアノ協奏曲第 1番変ロ短調 op.23
　交響曲第５番ホ短調 op.64
＊曲目は変更になる場合がございますのでご了承ください。

前売り料金　SS席 6,000 円　
　　　　　　　 S席 5,500 円　A席 4,500 円
※当日料金は各 200 円増

9 月 6日 9:00 発売開始（8:00 から整理券配布）

芳賀町自主事業

原田　 悠里・小金沢 昇司
北山 たけし・山口 ひろみ

芳賀町民会館・生涯学習センター・水橋分館・ふ
じや・南高簡易郵便局・石川商店・セブンイレブ
ン芳賀祖母井店・モンマートぬまのう・道の駅はが・
サンクス芳賀西水沼店

Ｃ席は文化会館プレイガイドでのみお取り扱い致します。
＊入場料にはすべて消費税が含まれております。
＊車いす席をご希望の場合は、文化会館までお問合わせください。
＊未就学児のご入場はご遠慮ください。

＊駐車台数に限りがありますので、公共の交通機関をご利用ください。

Ｓ席 4,000円　Ａ席 3,000円　
Ｂ席 2,000円　Ｃ席 1,000円

発　売　中

プログラム

入 場 料（全席指定）

チケット（全席指定）

発売日

出演者

プレイガイド

芳賀町出身の
大井さんが
指揮します

今月号の表紙
　暑い日にはプールで水遊びが最高ですね。
南高根沢ひばり保育園年長組さんは、先生
の指示をよく聞きながら、広いプールの中
を歩いたり肩まで沈んだりしたあと、カラ
フルなボールやバーを使って、思い切り遊
びました。にぎやかな歓声を上げて、みん
な仲良くとても楽しそうでした。はがまる
くんも、みんなと一緒にプールに入りたかっ
たそうです。

▲芳賀中野球部

▲スタンドからの応援

▲高田中クラブキャプテンと握手

▲芳賀中バレーボール部 ▲芳賀中２年生
    小池哲哉さん

▲開会式入場行進

▲夢と感動をありがとう▲ベンチから声援を送る選手たち

▲ピンチでマウンドに集まる監督と選手

　芳賀中学校野球部が、全日本少年軟式野球大会

で準優勝しました。

　８月１２日（月）から１５日（木）までの４日間、横

浜市の横浜スタジアムで全日本少年軟式野球大会が

開催され、関東ブロック代表の芳賀中学校は２回戦

から登場しました。猛暑の中、選手たちは最後まで

あきらめない気持ちで戦いました。

　準々決勝、準決勝は特別ルールで勝利し、決勝は

九州ブロック代表の高田中クラブ（大分県）と対戦、

０対１で惜しくもサヨナラ負けとなりました。

　皆さん温かい声援をありがとうございました。

　県大会で準優勝した芳賀中学校

バレーボール部は、８月９日（金）

に東京都大田区総合体育館で行わ

れた関東大会に出場しました。

【試合結果】１回戦　

芳賀中０－２高根中学校（千葉県）

　芳賀中学校２年生の小池

哲哉さんが、８月８日（木）

に群馬県総合スポーツセン

ターで行われた関東大会

に、体操男子個人総合で

出場しました。

関東大会出場しました関東大会出場しました関東大会出場しました



ごみステーション

茶色 その他無色

無色 茶色 その他

ペットボトル 缶

　平成２６年４月から、処理施設の移転稼働に伴い、ごみの分別・排出方法が変わります。

お手数をおかけしますが、町民の皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

環境対策課環境対策係　【☎028(677)6041】

（真岡市堀内地内  ※井頭公園南）
運営：芳賀地区広域行政事務組合
         TEL ０２８５（８１）１２４４

現在　　　　　　　　　　　　　平成２６年４月以降

現在　　　　　　　　　　　　　平成２６年４月以降

●家電リサイクル法対象品は取り扱いません
平成２６年４月以降
　家電リサイクル法により、対象品目（テレビ・エアコン・冷蔵庫・洗濯機など）は、次のいず
れかの方法で処理してください。
・購入先にリサイクル料と運搬料を支払って依頼する
・郵便局でリサイクル料を支払い、受け取ったリサイクル券と一緒に指定の引取場所に自分で運
　搬する

●ペットボトルと缶は分別します
　ペットボトルと缶は別々のコンテナに入れて、排出してください。

●ビン（飲料水・食品などが入っていたもの）は３色に分別します　
　「無色（口部が無色のものです）」・「茶色」・「その他」に分別し、ごみステーション備え付け  
のコンテナに入れてください。※割れたビンは「不燃物ごみ」としてください。

新しいごみ処理施設
芳賀地区エコステーション

平成２６年４月からの主な変更点

変更の詳しい内容については、今後、ご説明の機会を設けます。
　今後の予定
　１２月以降　　　町内各地でごみの分別・搬出方法の説明会開催
　平成２６年１月　資源物とごみの分別事典（ガイドブック）の配布
　　　　　　３月　平成２６年度家庭ごみ収集日程表の配布

鬼
怒
テ
ク
ノ
通
り

国道121号

井頭公園 N

芳賀地区
エコステーション

広域農道

県
道
46
号

【概略位置図】

　ごみの分別・排出方法が変わります　ごみの分別・排出方法が変わります　ごみの分別・排出方法が変わります
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　生産方法にこだわった野菜や珍しい果物、味わい深い漬物、パティシエ顔負けの素敵なお菓子

など、あなたが作っているおいしい食べ物。芳賀町ならではの素材や製法を用いて、町内で生産、

製造、加工などされた良質の農畜産物やその加工品は、あなたの事業を後押しする可能性を秘め

ています。あなたも「芳賀の恵み」やってみませんか？

《申請方法》

　町農業公社へ申請書を提出してください。

　申請書は、町農政課窓口でお受け取りいただくか、町農業公社ホームページ (http://schit.

net/kousha/) からダウンロードしてください。

１０月審査会に向けて認証申請を受け付けます！

今回の申請期限：９月３０日（月）

　「芳賀町の農産物を使ってこんなモノを作ってみたい」というアイデアがあれ
ば、町農業公社へご連絡ください。
　皆さんで芳賀町を盛り上げていきましょう。

農業公社　【☎028(677)6048】

現在の認証品

稲川さんの循環アスパラ

こだわり金田の梨ゼリー芳賀一笑

石蔵育ちの味噌稲川さんの循環有機人参

こだわり金田の梨ジュース芳賀一笑 はが野梨『にっこり』（大玉・糖度１２度以上）

生 産 者：稲川敬夫　
販売期間：１月～８月
認 証 日：平成２２年３月９日

生 産 者：金田正　
販売期間：通年
認 証 日：平成２２年３月９日

生 産 者：稲川敬夫　
販売期間：１２月～３月
認 証 日：平成２２年３月９日

生 産 者：金田正　
販売期間：通年
認 証 日：平成２２年３月９日

生 産 者：こうぼドミソ野元　
販売期間：通年
認 証 日：平成２３年３月２８日

生 産 者：ＪＡはが野梨部会　
販売期間：１０月末～１１月
認 証 日：平成２３年３月２８日

あなたの魅力的な一品、もっと生かしてみませんか？

「芳賀の恵み」芳賀町ブランド認証申請受付開始！

　「芳賀の恵み」芳賀町ブランド認証制度とは
　芳賀町発の商品を、市場で高く評価してもらえるように、地域

イメージと結びつけて地域内外の人々にアピールするという、地

域ブランド化の取り組みです。平成２１年に開始し現在６品目が

認証されており、商品は主に道の駅はがで販売されています。
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は
、
受
診
者
の
３
割
を
超
え
て
い

ま
す
。
町
で
は
、
こ
う
い
っ
た
状

況
を
改
善
す
る
た
め
運
動
教
室
な

ど
を
夜
間
に
も
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
参
加
者
が
集
ま
ら

ず
、
意
識
を
向
上
さ
せ
る
方
法
に

苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　
　

10
月
か
ら
ウ
ェ
ル
ネ
ス
教
室
を

始
め
ま
す
が
、
こ
の
教
室
の
ポ
イ

ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

久
野
先
生
　
一
つ
目
は
、
健
康
な
方

は
も
ち
ろ
ん
、
痛
い
と
こ
ろ
が
あ

る
方
、
例
え
ば
ひ
ざ
が
痛
い
、
腰

が
痛
い
、
最
近
疲
れ
や
す
い
と

い
っ
た
症
状
が
あ
る
方
も
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

二
つ
目
は
、
健
康
に
な
ろ
う
と

努
力
し
て
い
る
方
に
、
成
果
が
わ

か
り
や
す
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
、

高
機
能
な
歩
数
計
な
ど
の
デ
ー
タ

を
「
見
え
る
化
」
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
絶
え
ず
確
認
で
き
、
指
導
者

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

町
長　

現
実
問
題
と
し
て
、
住
民
の

高
齢
化
は
加
速
的
に
進
み
ま
す
。

高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
に
何
か

ヒ
ン
ト
を
得
た
い
と
考
え
、
先
生

が
主
催
す
る
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ

ス
シ
テ
ィ
首
長
研
究
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

町
民
の
皆
さ
ん
に
先
生
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

久
野
先
生
　
豊
田
町
長
さ
ん
は
じ
め

幹
部
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の

芳
賀
町
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て

い
ま
す
。
た
だ
、
重
要
な
の
は
、

役
場
だ
け
が
変
わ
っ
て
も
効
果
は

あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
方
は
、
ど

う
い
う
生
活
を
す
る
こ
と
が
自
分

や
家
族
、
町
に
と
っ
て
よ
い
こ
と

な
の
か
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
車
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
の
で
は
な
く
、
車
と
歩
き
を

切
り
分
け
て
使
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
ぜ
ひ
、
現
在
の
生
活
習
慣
を

一
度
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

町
長　

先
生
自
身
は
超
多
忙
で
あ
る

と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
自

身
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
日

頃
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

久
野
先
生　

歩
く
こ
と
の
重
要
性
を

伝
え
て
い
る
た
め
、
歩
く
こ
と
を

中
心
に
考
え
て
い
ま
す
。
３
、４

年
前
に
自
動
車
運
転
を
や
め
て
、

移
動
は
公
共
交
通
に
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
１
日
に

歩
く
歩
数
が
６
，
０
０
０
歩
増
え

ま
し
た
。
無
理
に
運
動
し
よ
う
と

す
る
の
で
は
な
く
、
生
活
の
中
で

歩
く
工
夫
を
し
て
、
健
康
維
持
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
と
め

　

人
口
減
少
と
併
せ
て
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
久
野
先
生
は
「
健
康
で
長

生
き
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
が

幸
せ
に
な
る
と
い
う
こ
と
と
同
時

に
、
家
族
や
社
会
全
体
が
幸
せ
に
な

る
こ
と
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
残
暑
も
一
段
落
し
体
調
も
よ
く
な

る
季
節
、自
分
の
生
活
習
慣
や
運
動
、

体
力
に
つ
い
て
、
一
度
ゆ
っ
く
り
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
将
来
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
も
。

はがまちウェルネス運動教室の参加者を募集します

①あなたの体力年齢や筋肉率などが一目でわかります

②１日の歩数など、必要な運動がプログラムされます

③体力年齢向上とメタボ予防のための、有酸素運動と筋力アップ・栄養の指導が受けられます

④あなたの運動実績がデータ化され、運動効果を実感できます

参加される方に、高機能歩数計を無償貸与します（１期生のみ）。

事前説明会のあと、体力測定と基本運動量調査に参加していただきます。

▲

対　象　２０歳以上の町民▲

内　容　体組成測定・ストレッチ・筋トレ・エアロバイク▲

コース　①月曜　夜コース　１９：３０～２１：００　１０月１４日（月）開始　　

　　　　　②水曜午前コース　１０：００～１１：３０　１０月１６日（水）開始

　　　　　③水曜午後コース　１３：３０～１５：００　１０月１６日（水）開始▲

定　員　各コース２０人

　　　　　（申込者数が定員を超えた場合は、必要性の高い人を優先します）▲

参加費　１カ月１，５００円　　　

▲

場　所　モテナス芳賀（予定）▲

申　込　９月１７日（火）までに健康福祉課へ電話 ☎028(677)6042

教室に参加すると…
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今
月
号
の
広
報
は
が
で
は
、
敬
老

の
日
を
記
念
し
「
長
寿
万
歳
」
と
し

て
、
町
内
の
89
歳
以
上
の
長
寿
者

（
男
性
68
人
・
女
性
２
５
３
人
・
合

計
３
２
１
人
）を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
長
生
き
し
た
い

と
い
う
思
い
は
、
だ
れ
に
で
も
あ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、「
歩
く
の
は
健
康
に
い

い
」
と
か
「
し
ょ
っ
ぱ
い
も
の
は
控

え
よ
う
」
な
ど
と
言
い
ま
す
が
、
具

体
的
に
何
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、

理
解
し
て
い
る
方
は
少
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

８
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
筑
波
大

学
教
授
久
野
先
生
の
講
演
会
の
際
、

豊
田
町
長
と
久
野
先
生
が
対
談
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
重
点
事
業
を
検
証
す
る
シ
リ
ー
ズ
２
回
目
は
、「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
で
す
。

　

町
で
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
（
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
生
き
生
き
と
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
社
会
）
の
実
現
の
た
め
に
、
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

ぐ
に
は
進
ま
な
い
状
況
で
す
。
公

共
交
通
が
ぜ
い
弱
で
移
動
を
車
に

頼
る
住
民
に
効
果
的
な
、
生
活
の

利
便
と
健
康
増
進
を
両
立
さ
せ
る

ま
ち
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
の
秘

策
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

久
野
先
生
　
車
だ
け
に
依
存
し
な
い

ま
ち
づ
く
り
を
施
策
と
し
て
や
る

し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
例
を
見
る
と
、
車
に
乗

ら
な
く
て
も
便
利
な
ま
ち
づ
く

り
、
公
共
交
通
を
再
整
備
し
て
歩

い
て
も
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
ま
す
。
芳
賀
町
で
行
っ
て
い

る
デ
マ
ン
ド
交
通
も
よ
い
の
で
す

が
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
は
あ
ま

り
よ
ろ
し
く
な
い
。と
い
う
の
は
、

歩
か
な
く
て
も
済
み
ま
す
か
ら
。

住
民
の
方
が
何
で
も
便
利
に
な
る

こ
と
が
必
ず
し
も
よ
く
は
な
い
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
を
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

町
長
　
現
在
、
統
計
的
に
見
る
と
死

亡
要
因
の
約
６
割
は
生
活
習
慣
病

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年

度
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
と
診
断
さ
れ
た
男
性

究
で
は
、
そ
う
い
っ
た
方
々
に
健

康
に
関
す
る
情
報
が
伝
わ
っ
て
い

な
い
、
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
広
報
紙
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
な
ど
を
使
っ
て
、
健
康
づ
く
り

情
報
を
住
民
の
方
に
提
供
し
続
け

る
こ
と
は
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

さ
ら
に
、
豊
田
町
長
さ
ん
も
参

加
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ

ス
シ
テ
ィ
構
想
に
も
あ
り
ま
す

が
、
車
依
存
社
会
が
及
ぼ
す
弊
害

が
人
口
減
少
に
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
人
口
を
増
加
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
「
ま
ち
」
の
構
造
を
変

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
少
し

時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ

な
ど
を
利
用
し
た
公
共
交
通
の
整

備
が
、
根
本
的
な
解
決
策
だ
と
思

い
ま
す
。

町
長
　
芳
賀
町
は
、
生
活
に
関
す
る

移
動
を
車
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
事
故
も
目
立
ち
ま
す
。

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
デ
マ
ン
ド

交
通
を
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
高

齢
者
の
運
転
免
許
証
の
返
納
も
す

　
町
長
×
久
野
先
生
　
対
談

町
長
　
全
国
的
に
見
ら
れ
ま
す

が
、
芳
賀
町
に
お
い
て
も
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、

２
０
１
０
年
の
国
勢
調
査
人
口

１
６
，
０
３
０
人
が
、
２
０
４
０

年
の
人
口
推
計
で
は
、
１
２
，

３
５
１
人
と
な
り
、
23
％
も
減
少

し
ま
す
。
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の

方
が
占
め
る
高
齢
化
率
は
、
37
％

を
超
え
る
予
想
で
す
。

　
　

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
需
要
が

ま
す
ま
す
高
ま
る
中
、
介
護
予
防

な
ど
各
種
健
康
づ
く
り
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
効
果
が
な
か

な
か
上
が
り
ま
せ
ん
。
何
か
打
開

策
は
あ
り
ま
す
か
。

久
野
先
生
　
運
動
や
食
生
活
習
慣
を

変
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
て
も
、
な
か
な
か
変
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
が
多
い
こ
と

は
分
か
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
研

い
つ
ま
で
も
健
康
で
楽
し
く
生
き
る
た
め
に
！

い
つ
ま
で
も
健
康
で
楽
し
く
生
き
る
た
め
に
！

平
成
25
年
度
芳
賀
町
重
点
施
策

そ
の
２
　
健
康
づ
く
り
の
推
進

特集

〔久野譜也先生プロフィール〕　株式会社つくばウェルネスリサーチ代

表取締役社長、筑波大学大学院体育系教

授。

　運動によるメタボリックシンドローム

予防策などの研究の傍ら、日本テレビ番

組「世界一受けたい授業」に保健体育の

先生として出演するなど、メディア出演

のほか、執筆活動や講演会活動も行って

います。
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男

長 
寿 

万 

歳

長 
寿 

万 

歳

98
歳

景
山　

廣
光
（
祖
母
井
）

97
歳

上
野　

正
三
（
西
高
橋
）

黒
﨑　

幸
一
（
芳
志
戸
）

小
筆　

三
男
（
東
水
沼
）

山
本
利
三
郎
（
稲
毛
田
）

96
歳

岩
村　

一
英
（
稲
毛
田
）

鈴
木　

辰
治
（
西
高
橋
）

95
歳

菊
地
藤
市
郎
（
芳
志
戸
）

94
歳

大
根
田　

進
（
西
高
橋
）

小
川　

定
雄
（
東
水
沼
）

齊
藤　

隆
一
（
下
高
根
沢
）

髙
橋　

光
輝
（
西
高
橋
）

93
歳

阿
部　
　

勝
（
西
水
沼
）

大
髙　

勝
夫
（
稲
毛
田
）

大
髙　

善
吉
（
芳
志
戸
）

99
歳

黒
﨑　

こ
と（
芳
志
戸
）

直
井　

キ
ヨ（
西
高
橋
）

98
歳

石
下　

ク
ラ（
東
水
沼
）

大
畑　

ト
ミ（
下
延
生
）

菊
地　

チ
ヨ（
東
水
沼
）

黒
﨑　

ま
さ（
祖
母
井
）

矢
口
キ
ク
ノ（
上
稲
毛
田
）

桺
沢　

シ
ゲ（
下
高
根
沢
）

小
池　

倉
吉
（
祖
母
井
）

関
本　

一
三
（
上
延
生
）

田
中　
　

久
（
西
水
沼
）

水
田　

武
雄
（
西
水
沼
）

92
歳

稲
川　

竹
雄
（
上
延
生
）

大
根
田
圭
司
（
西
高
橋
）

大
根
田
秀
一
（
西
高
橋
）

齊
藤　

雅
男
（
下
高
根
沢
）

田
口　
　

清
（
稲
毛
田
）

田
﨑　
　

勲
（
与　

能
）

七
井　

武
雄
（
東
高
橋
）

沼
能
德
三
郎
（
下
高
根
沢
）

宮
田　

朝
司
（
八
ツ
木
）

道
明　

フ
ユ
（
与　

能
）

七
井　

サ
タ
（
東
高
橋
）

柳
田　

ヤ
ス
（
祖
母
井
）

94
歳

大
根
田
初
江
（
下
延
生
）

小
川
カ
ツ
ヱ
（
東
水
沼
）

加
藤　

ひ
さ
（
稲
毛
田
）

黒
﨑　

サ
ト
（
芳
志
戸
）

黒
﨑　

ツ
ギ
（
下
高
根
沢
）

菅
谷　

マ
サ
（
西
高
橋
）

鈴
木
ヨ
シ
ノ
（
上
稲
毛
田
）

綱
川

代
子
（
八
ツ
木
）

91
歳

青
山　

才
次
（
下
高
根
沢
）

阿
久
津
一
郎
（
八
ツ
木
）

稲
川　
　

（
与　

能
）

大
島　

義
明
（
西
水
沼
）

大
関　

勝
正
（
西
高
橋
）

大
関　

允
歛
（
西
高
橋
）

加
藤　

好
一
（
祖
母
井
）

鈴
木　
　

幸
（
上
稲
毛
田
）

髙
𣘺　
　

勇
（
芳
志
戸
）

髙
松　

光
一
（
八
ツ
木
）

水
沼　

新
吉
（
下
延
生
）

水
沼
文
仁
エ
門
（
稲
毛
田
）

水
沼　

義
夫
（
東
高
橋
）

山
口　
　

清
（
東
水
沼
）

鈴
木
ヒ
サ
イ
（
上
稲
毛
田
）

関
口
カ
ツ
イ
（
稲
毛
田
）

関
本
サ
ク
ヱ
（
下
高
根
沢
）

関
本　

秀
子
（
上
延
生
）

髙
松　

サ
キ
（
八
ツ
木
）

髙
松　

マ
サ
（
下
高
根
沢
）

塚
本　

イ
ネ
（
稲
毛
田
）

戸
田
ソ
ノ
子
（
稲
毛
田
）

中
園
シ
ゲ
子
（
祖
母
井
）

生
井　

ミ
ネ
（
給　

部
）

見　

ヨ
シ
（
稲
毛
田
）

水
沼　

キ
ク
（
東
高
橋
）

矢
口　

キ
ク
（
下
延
生
）

吉
住　

誠
一
（
祖
母
井
）

吉
永　

博
茂
（
与　

能
）

90
歳

阿
久
津
時
雄
（
稲
毛
田
）

石
川　

光
夫
（
下
高
根
沢
）

稲
川　

芳
一
（
東
水
沼
）

岩
渕　
　

功
（
下
延
生
）

大
島　
　

博
（
西
水
沼
）

大
根
田
由
亥
（
西
高
橋
）

岡
田　

純
一
（
東
水
沼
）

君
島　
　

貢
（
東
水
沼
）

神
保　

俊
男
（
与　

能
）

関　
　

誠
一
（
下
高
根
沢
）

關
本　

幸
平
（
東
高
橋
）

手
塚　

太
平
（
西
水
沼
）

石
川　

ト
シ
（
上
延
生
）

稲
川　

タ
ネ
（
与　

能
）

稲
川　

リ
キ
（
与　

能
）

大
嶋　

エ
イ
（
上
稲
毛
田
）

大
塚　

ユ
キ
（
西
高
橋
）

大
谷
津
サ
ク
（
芳
志
戸
）

岡
田　

博
子
（
東
水
沼
）

小
川
マ
サ
イ
（
東
水
沼
）

荻
野
目
マ
ツ
（
下
高
根
沢
）

岡　

コ
ウ
（
下
延
生
）

金
子
ト
ミ
イ
（
下
高
根
沢
）

菊
地
フ
ヂ
イ
（
東
水
沼
）

君
島　

ツ
ネ
（
祖
母
井
）

直
井　
　

明
（
与　

能
）

町
井　

眞
民
（
西
水
沼
）

桺
沢　

健
二
（
下
高
根
沢
）

和
地
榮
次
郎
（
上
稲
毛
田
）

89
歳

阿
久
津
友
久
（
芳
志
戸
）

大
根
田
武
雄
（
西
高
橋
）

小
池　

守
哉
（
東
水
沼
）

小
林　

三
雄
（
東
高
橋
）

笹
嶋　
　

雄
（
東
高
橋
）

野
澤　
　

健
（
下
延
生
）

水
沼　
　

清
（
東
高
橋
）

　
　
　
　
　
　
男
性
68
人

岩
村
ヨ
シ
子
（
稲
毛
田
）

大
岩　

ト
ク
（
稲
毛
田
）

大
鐘　

キ
ノ
（
稲
毛
田
）

大
金　

ミ
キ
（
祖
母
井
）

大
島　

ア
キ
（
西
水
沼
）

大
根
田
イ
シ
（
西
高
橋
）

大
根
田
イ
ネ
（
与　

能
）

大
根
田
絹
子
（
西
高
橋
）

大
根
田
キ
ヨ
（
西
高
橋
）

大
根
田
タ
マ
（
西
高
橋
）

大
根
田
ト
ヨ
（
祖
母
井
）

尾
島　

キ
ヌ
（
八
ツ
木
）

加
藤
ミ
チ
ヨ
（
芳
志
戸
）

大根田國兵さん
（103 歳）西高橋

向田　マツノさん
（102 歳）八ツ木

　

９
月
16
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た

ご
高
齢
の
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
日
で
す
。
今
の
日
本
そ
し
て
芳
賀
町

を
築
い
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
、
感
謝
と
敬
意
の
心
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
８
月
27
日
現
在
・
五
十
音
順
・
敬
称
略
）
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女

97
歳

稲
川　

シ
ズ（
稲
毛
田
）

上
野　

ア
キ（
東
高
橋
）

大
塚　

ナ
ツ（
与　

能
）

倉
持
タ
ツ
ノ（
稲
毛
田
）

土
井　

美
榮（
東
水
沼
）

豊
田　

ト
シ（
稲
毛
田
）

七
井　

ト
メ（
与　

能
）

若
桝　

シ
ノ（
西
高
橋
）

96
歳

小
川　

ミ
チ
（
東
水
沼
）

旧
部　

ト
ク
（
与　

能
）

熊
谷　

フ
ク
（
与　

能
）

小
林　

ハ
ツ
（
東
高
橋
）

齊
藤
キ
ツ
ノ
（
下
高
根
沢
）

櫻
井
ハ
ツ
エ
（
稲
毛
田
）

佐
藤　

シ
ゲ
（
東
水
沼
）

瀧
田　

フ
ミ
（
下
高
根
沢
）

田
口　

モ
ト
（
稲
毛
田
）

豊
﨑　

フ
ク
（
下
高
根
沢
）

人
見　

ツ
ル
（
下
高
根
沢
）

95
歳

阿
久
津
ヨ
シ
（
下
高
根
沢
）

阿
島　

タ
マ
（
下
高
根
沢
）

菖
蒲　

シ
ゲ
（
下
延
生
）

稲
川　

サ
ハ
（
与　

能
）

稲
田　

フ
ヂ
（
祖
母
井
）

大
嶋
き
み
子
（
西
水
沼
）

大
根
田
ハ
ツ
エ
（
西
高
橋
）

清
田　

ク
ラ
（
与　

能
）

黒
﨑　

ウ
タ
（
東
高
橋
）

小
堀　

ナ
ミ
（
芳
志
戸
）

鈴
木
美
代
子
（
東
高
橋
）

綱
川　

ツ
ヤ
（
八
ツ
木
）

土
井　

タ
ミ
（
稲
毛
田
）

螺
良　

ナ
ミ
（
下
高
根
沢
）

手
塚　

フ
ヂ
（
西
水
沼
）

平
野　

シ
ン
（
稲
毛
田
）

水
沼　

キ
チ
（
東
高
橋
）

水
沼　

登
久
（
下
延
生
）

水
沼　

フ
ヨ
（
下
延
生
）

水
沼　

マ
ス
（
東
高
橋
）

水
沼　

良
子
（
稲
毛
田
）

93
歳

赤
澤　

ト
シ
（
稲
毛
田
）

阿
久
津
サ
ワ
（
与　

能
）

阿
久
津
千
代
子
（
西
高
橋
）

小
田
島
ハ
ル
（
東
水
沼
）

岡　

セ
ン
（
稲
毛
田
）

黒
﨑　

ト
ク
（
下
高
根
沢
）

黒
﨑　

ヨ
シ
（
下
高
根
沢
）

小
島　

ア
キ
（
東
水
沼
）

小
玉　

フ
ミ
（
稲
毛
田
）

小
林　

チ
ヨ
（
東
高
橋
）

小
林　

ト
モ
（
東
高
橋
）

小
筆
マ
ツ
ノ
（
下
高
根
沢
）

鈴
木　

薫
子
（
下
高
根
沢
）

手
塚
シ
ヤ
ジ
（
西
水
沼
）

細
谷　

キ
ン
（
祖
母
井
）

水
沼　

ゲ
ン
（
稲
毛
田
）

横
倉　

岱
子
（
西
高
橋
）

92
歳

磯　

ハ
ズ
イ
（
芳
志
戸
）

内
川　

ト
リ
（
下
高
根
沢
）

大
久
保
ト
ク
（
祖
母
井
）

大
塚　

テ
ル
（
西
高
橋
）

大
根
田
サ
キ
（
西
高
橋
）

梶
村　

ハ
ツ
（
東
高
橋
）

粕
谷　

ト
ヨ
（
稲
毛
田
）

郷
間
カ
ミ
ノ
（
東
水
沼
）

小
林　

ア
サ
（
下
高
根
沢
）

齋
藤　

リ
ツ
（
八
ツ
木
）

笹
沼　

キ
ミ
（
下
高
根
沢
）

塩
田　

リ
キ
（
上
延
生
）

島
田　

喜
代
（
西
高
橋
）

鈴
木　

ナ
ミ
（
稲
毛
田
）

山
口　

チ
ヨ
（
西
水
沼
）

涌
井　
ミ
キ
（
稲
毛
田
）

91
歳

赤
澤　

シ
ケ
（
下
延
生
）

阿
久
津
タ
ケ
（
西
高
橋
）

天
光　

キ
ミ
（
稲
毛
田
）

飯
野　

ナ
ミ
（
東
水
沼
）

伊
沢　

ヨ
シ
（
稲
毛
田
）

石
川　
　

幸
（
東
水
沼
）

内
山　

ケ
サ
（
芳
志
戸
）

大
髙　

ミ
ツ
（
東
水
沼
）

岡
田　

シ
マ
（
芳
志
戸
）

菊
地　

サ
ワ
（
芳
志
戸
）

菊
地
ハ
ツ
ノ
（
東
水
沼
）

黒
﨑　

マ
ツ
（
上
延
生
）

黒
﨑　
　

守
（
稲
毛
田
）

髙
坂　

セ
イ
（
祖
母
井
）

小
林　

ケ
イ
（
東
高
橋
）

小
林　

ト
ミ
（
稲
毛
田
）

小
筆　

イ
ヱ
（
下
高
根
沢
）

小
堀　

ミ
ツ
（
芳
志
戸
）

小
堀　

モ
ト
（
下
高
根
沢
）

関
矢　

ト
ミ
（
八
ツ
木
）

髙
野　

ク
ニ
（
下
延
生
）

玉
﨑
ウ
メ
ノ
（
祖
母
井
）

玉
﨑　

ミ
サ
（
稲
毛
田
）

塚
原　

ミ
ネ
（
祖
母
井
）

綱
川　

ソ
ノ
（
稲
毛
田
）

永
岡　

チ
ヨ
（
下
高
根
沢
）

野
口　

チ
ヨ
（
下
高
根
沢
）

𣘺
本　

ヒ
ロ
（
上
延
生
）

羽
石　

シ
ン
（
上
稲
毛
田
）

人
見　

ソ
ノ
（
下
高
根
沢
）

平
野　

シ
ズ
（
八
ツ
木
）

廣
木　

タ
キ
（
稲
毛
田
）

廣
田　

ハ
ル
（
西
高
橋
）

横
田　

靜
江
（
東
水
沼
）

若
林　

リ
キ
（
稲
毛
田
）

渡
辺　

愛
子
（
祖
母
井
）

90
歳

荒
井　

一
子
（
西
水
沼
）

井　

文
子
（
西
水
沼
）

國
安　

ア
ヤ
（
下
高
根
沢
）

黒
﨑　

タ
カ
（
東
水
沼
）

小
池　

シ
ツ
（
東
水
沼
）

小
関　

タ
イ
（
祖
母
井
）

小
谷　

ミ
ツ
（
東
水
沼
）

小
玉
キ
ミ
エ
（
祖
母
井
）

小
玉　

敬
子
（
祖
母
井
）

小
林　

キ
ヨ
（
東
高
橋
）

齋
藤　

笑
子
（
東
高
橋
）

酒
井
一
二
三
（
東
水
沼
）

佐
藤　

シ
ン
（
祖
母
井
）

渋
谷
ふ
く
よ
（
稲
毛
田
）

関
本　

静
子
（
上
延
生
）

髙
久　
　

綾
（
祖
母
井
）

髙
瀬　

ミ
ネ
（
祖
母
井
）

田
谷　

ア
サ
（
上
延
生
）

塚
原　

ル
リ
（
祖
母
井
）

槌
谷　

キ
ミ
（
与　

能
）

手
塚　

ク
ニ
（
西
水
沼
）

直
井　

キ
ミ
（
稲
毛
田
）

永
井
キ
ミ
子
（
東
水
沼
）

西
原
ミ
ツ
ノ
（
西
水
沼
）

塙　

ミ
ヤ
ノ
（
下
延
生
）

藤
本
美
惠
子
（
稲
毛
田
）

船
生　

二
美
（
下
高
根
沢
）

矢
口　

チ
セ
（
上
稲
毛
田
）

矢
島　

ヨ
シ
（
東
水
沼
）

山
﨑　

雅
子
（
与　

能
）

𠮷
澤　

サ
キ
（
下
高
根
沢
）

吉
住　
　

玉
（
祖
母
井
）

吉
永　

チ
ヨ
（
稲
毛
田
）

89
歳

赤
羽　

ト
シ
（
祖
母
井
）

秋
山　

ミ
ツ
（
東
水
沼
）

阿
久
津
テ
ル
（
稲
毛
田
）

阿
久
津
ハ
マ
（
祖
母
井
）

阿
久
津
ヨ
ネ
（
西
高
橋
）

石
川　

フ
チ
（
稲
毛
田
）

板
𣘺
八
千
代
（
西
水
沼
）

板
橋　

ヨ
ネ
（
西
水
沼
）

稲
川　

ミ
ツ
（
西
水
沼
）

岩
村　

弘
子
（
稲
毛
田
）

加
藤　
　

紋
（
祖
母
井
）

君
嶋　

せ
い
（
与　

能
）

黒
﨑　

ト
ミ
（
東
水
沼
）

黒
崎　

光
江
（
芳
志
戸
）

小
池　

タ
ミ
（
下
高
根
沢
）

小
林　

ア
キ
（
東
水
沼
）

小
林　

サ
ト
（
東
高
橋
）

小
林　

ト
シ
（
東
高
橋
）

齋
藤
八
重
子
（
東
水
沼
）

塩
田
惠
美
子
（
上
延
生
）

塩
田　

キ
ノ
（
与　

能
）

清
水　

タ
ネ
（
下
高
根
沢
）

菅
谷　

イ
ト
（
西
高
橋
）

鈴
木　

コ
ウ
（
西
高
橋
）

鈴
木　

ヨ
ネ
（
上
稲
毛
田
）

関
口　

と
よ
（
祖
母
井
）

関
本　

サ
タ
（
東
高
橋
）

髙
久　

キ
ノ
（
上
延
生
）

手
塚　

ミ
ス
（
西
水
沼
）

寺
門　

ト
ミ
（
祖
母
井
）

戸
　

イ
ネ
（
東
高
橋
）

豊
田　

靜
子
（
下
延
生
）

豊
田
ハ
ナ
ヱ
（
下
延
生
）

直
井　

ク
ニ
（
西
高
橋
）

中
里　

フ
ク
（
東
水
沼
）

仁
平　

ヨ
シ
（
西
高
橋
）

信
末
ハ
ツ
ヱ
（
東
水
沼
）

廣
田　

シ
ゲ
（
西
高
橋
）

福
田　

ゲ
ン
（
祖
母
井
）

藤
田
ヤ
ス
子
（
下
高
根
沢
）

丸
山　

フ
ミ
（
稲
毛
田
）

水
沼　

キ
ミ
（
東
高
橋
）

水
沼　

甲
子
（
東
高
橋
）

向
田　

光
江
（
八
ツ
木
）

矢
口　

ツ
ネ
（
給　

部
）

吉
永
ハ
ル
ヱ
（
稲
毛
田
）

若
桝　

サ
タ
（
東
水
沼
）

　
　
　
　
　

女
性
253
人

鈴木　ヨシさん
（100 歳）稲毛田

髙岡　ノブさん
（100 歳）西高橋

田中　トセさん
（100 歳）芳志戸

沼能　フクさん
（100 歳）西水沼

塙　  タイさん
（100 歳）下延生

9 2013.9 広報はが



親
子
自
然
教
室
ハ
イ
キ
ン
グ

　

７
月
20
日
（
土
）
水
橋
分
館
の
親
子
自
然
教
室
で
、
戦
場
ヶ

原
ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
９
人
を
含
む
６
家
族
15
人
が
参
加
し
、
湯
滝
か
ら

赤
沼
ま
で
の
戦
場
ヶ
原
自
然
研
究
路
を
歩
き
な
が
ら
、
高
山
植

物
や
野
鳥
の
観
察
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

ホ
ザ
キ
シ
モ
ツ
ケ
や
イ
ブ
キ

ト
ラ
ノ
オ
な
ど
が
た
く
さ
ん
咲

い
て
い
て
、
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
と

い
う
小
さ
な
蝶
や
、
野
鳥
の
ノ

ビ
タ
キ
な
ど
も
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
者
は
日
光
の
雄

大
な
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

と
ん
が
り
教
室

Ｈ
Ａ
Ｇ
Ａ
焼
き
ソ
バ
作
り

　

７
月
６
日
（
土
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
と
ん
が
り
教
室

の
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ａ
焼
き
ソ
バ
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
が
講
師
と

な
り
、
芳
賀
北
小
学
校
の
児

童
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
学
校
給
食

で
も
食
べ
て
い
る
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ａ

焼
き
ソ
バ
で
す
が
、
作
る
の

は
初
め
て
と
あ
っ
て
、
楽
し

み
な
が
ら
も
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
４
〜
６
年
生
は
、
ほ
か
の
学
校
の
お
友
達
を

作
っ
た
り
、
新
し
い
発
見
を
し
た
り
と
、
大
き
く
成
長
で
き
た

夏
休
み
で
し
た
。

上
給
自
治
会
ハ
イ
キ
ン
グ

南
高
根
沢
分
館
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　

８
月
３
日
（
土
）
上
給
自
治
会
で
戦
場
ヶ
原
周
辺
を
散
策
す

る
ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
21
人
は
、
戦
場
ヶ

原
に
到
着
後
、
芳
賀
町
で
は

見
ら
れ
な
い
雄
大
な
自
然
を

満
喫
し
、
木
道
脇
に
咲
く

花
々
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
楽

し
く
歩
き
ま
し
た
。

　

小
田
代
ヶ
原
で
は
手
作
り

の
お
弁
当
を
食
べ
、
や
し
お

の
湯
で
は
温
泉
に
入
っ
て
、

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

冒
険
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

ハ
イ
キ
ン
グ

　

７
月
27
日
（
土
）
祖
母
井
分
館
の
冒
険
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

で
、
大
平
山
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
き
ま
し
た
。
六
角
堂
で
無
事

を
祈
願
し
た
り
、
栃
木
市
の
平
野
を
一
望
で
き
る
謙
信
平
で
景

色
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
大
平

山
神
社
を
参
拝
す
る
往
復
１
時

間
半
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　

同
市
の
永
野
川
緑
地
公
園
で

お
弁
当
を
食
べ
た
あ
と
は
、
壬

生
町
の
わ
ん
ぱ
く
公
園
で
自
由

時
間
を
過
ご
し
、
夏
休
み
の
楽

し
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

７
月
24
日
（
水
）
Ａ
Ｎ
Ａ
機

体
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

見
学
（
羽
田
空
港
）

　

真
近
で
見
た
飛
行
機
の
大

き
さ
に
、
み
ん
な
驚
い
て
い

ま
し
た
。

８
月
７
日
（
水
）
勾
玉
作
り

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

　

集
中
力
を
発
揮
し
、
世
界

に
一
つ
、
自
分
だ
け
の
す
て

き
な
作
品
に
仕
上
が
り
ま

し
た
。

７
月
31
日
（
水
）
〜
８
月
２

日
（
金
）
保
育
士
体
験
（
町

内
３
保
育
園
・
の
ぶ
幼
稚
園
）

　

子
ど
も
た
ち
は
園
児
に
大

人
気
で
、
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

８
月
１
日
（
木
）・
２
日
（
金
）

介
護
士
体
験
（
す
こ
や
か

南
高
）

　

皆
さ
ん
に
温
か
く
迎
え
ら

れ
、
お
祭
り
で
は
ハ
ン
ド
ベ

ル
を
披
露
し
ま
し
た
。
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消
防
委
員
会
が
町
へ
答
申
書
を
提
出

　

８
月
５
日
（
月
）
町
長
が
消
防
委
員
会
に
意
見
を
う
か
が
っ

て
い
た
消
防
団
に
関
す
る
諸
案
件
に
つ
い
て
、
菊
地
幹
郎
委
員

長
か
ら
答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

諮
問
の
内
容
は
、
消
防
団
員
の
居
住
要
件
を
定
め
て
い
る
条

例
の
見
直
し
、
役
場
職
員
消
防
隊
の
任
務
の
見
直
し
、
ポ
ン
プ

車
操
法
競
技
会
会
場
の
変
更
に
つ
い
て
で
す
。

　

菊
地
委
員
長
は
、
現
状
に

合
っ
た
仕
組
み
で
町
民
の
生
命

と
財
産
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
と

述
べ
、
町
長
は
、
今
後
条
例
な

ど
の
改
正
を
進
め
る
と
と
も
に
、

議
会
に
説
明
し
て
理
解
を
求
め

て
い
き
た
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

南
高
男
の
生
き
が
い
サ
ロ
ン

　

７
月
19
日
（
金
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
男
性
限
定
の

生
き
が
い
サ
ロ
ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

南
高
地
区
の
男
性
５
人
が
参
加
し
、
そ
ば
打
ち
を
行
い
ま
し

た
。
講
師
は
、
西
高
橋
の
同

じ
く
男
性
限
定
の
生
き
が
い

サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん
が
務
め
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
全
員
初
め
て
の

そ
ば
打
ち
で
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
時
折
質
問
な
ど

し
な
が
ら
作
り
、
見
事
な
出

来
栄
え
で
し
た
。　

而
今
荘
夏
祭
り

　

７
月
28
日
（
日
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
而
今
荘
で
、
恒

例
の
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

入
所
者
は
、
法
被
と
鉢
巻

を
身
に
つ
け
、
お
祭
り
に
臨

み
ま
し
た
。
職
員
が
歌
と
踊

り
を
披
露
す
る
と
笑
顔
で
応

え
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
域
の
子
ど
も

会
育
成
会
、
民
生
児
童
委

員
、
婦
人
会
や
四
つ
竹
健
康

踊
り
会
な
ど
、
町
内
か
ら
約

２
０
０
人
が
参
加
し
て
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

髙
久
さ
ん
が

郡
市
社
会
体
育
功
労
者
表
彰
を
受
彰

　

８
月
４
日
（
日
）
芳
賀
郡
市
民
体
育
祭
総
合
開
会
式
に
お
い

て
、
祖
母
井
体
育
協
会
長
の
髙
久
典
男
さ
ん
（
祖
母
井
）
が
、

芳
賀
郡
市
社
会
体
育
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

髙
久
さ
ん
は
、

平
成
11
年
度
か
ら

同
会
長
を
務
め
て

い
て
、
地
域
に
お

け
る
長
年
の
貢
献

が
認
め
ら
れ
、
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
祝
金
贈
呈

　

７
月
19
日
（
金
）
７
月
１
０
０
歳
に
な
っ
た
鈴
木
ヨ
シ
さ

ん
（
稲
毛
田
）
と
、
１
０
３
歳
に
な
っ
た
町
の
最
高
齢
者
で
あ

る
大
根
田
國
兵
さ
ん
（
西
高
橋
）
を
町
長
が
訪
問
し
、
祝
金
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、
毎
日
お
友
達
と
楽
し
く
過
ご

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
大
根
田
さ
ん
は
、
自
分
で
歩
く
こ
と
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
聞
な
ど
を
読
む
こ
と
が
で
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
て
も
に
こ
や
か
に
お
話
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

▲

大
根
田
　
國
兵
さ
ん

▲鈴木　ヨシさん
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町
内
各
地
で
夏
祭
り

　

当
番
の
正
生
田
集
落
の

人
々
が
、
境
内
の
掃
除
や

茅
の
輪
な
ど
を
準
備
し
ま

し
た
。

　

東
高
橋
の
高
橋
神
社
手

塚
宮
司
の
先
導
で
、
訪
れ

た
地
元
の
人
々
が
で
き
あ

が
っ
た
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
、

厄
を
払
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
の
た

め
、
恒
例
だ
っ
た
場
所
を
変
え
て
、
十
数
年
ぶ

り
に
境
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

焼
き
鳥
や
焼
き
そ
ば
、
か
き
氷
な
ど
の
屋
台

が
並
び
、
代
町
お
は
や
し
保
存
会
に
よ
る
お
は

や
し
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
参
加
し
た

人
々
は
、
楽
し
く
交
流
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

　

わ
が
ま
ち
協
働
推
進
事
業
補
助
金
で
新
調
さ

れ
た
ち
ょ
う
ち
ん
の
下
、
お
は
や
し
に
合
わ
せ

て
盆
踊
り
が
行
わ
れ
、
消
防
団
特
製
の
焼
き
そ

ば
や
か
き
氷
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
射
的
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
を
楽
し
み
、
最

後
は
花
火
大
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

境
内
に
は
特
設
の
や
ぐ
ら
が
設
け
ら
れ
、
地

域
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
人
が
、
か

き
氷
や
焼
き
そ
ば
を
食
べ
な
が
ら
、
盆
踊
り
ま

で
の
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
る
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
盆
踊
り
は
、

観
音
堂
の
観
世
音
菩
薩
立
像
（
栃
木
県
有
形
文

化
財
指
定
）
が
見
守
る
中
、
ち
ょ
う
ち
ん
の
明

か
り
に
照
ら
さ
れ
て
夜
８
時
ご
ろ
ま
で
続
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

震
災
で
被
害
を
受
け
た

本
殿
の
修
復
後
、
初
の
夏

祭
り
と
な
っ
た
今
年
は
、

新
田
集
落
の
人
々
が
お
み

こ
し
を
担
ぎ
ま
し
た
。

　

八
雲
神
社
大
和
流
中
臣

の
舞
太
々
神
楽
保
存
会
に

よ
る
太
々
神
楽
が
と
り
行

わ
れ
、
笛
や
太
鼓
の
音
に

合
わ
せ
て
、
勇
壮
な
舞
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
園
夕
涼
み
会

　

７
月
19
日
（
金
）
祖
母
井
保
育
園
・
み
ず
は
し
保
育
園
で
、

７
月
26
日
（
金
）
に
は
南
高
根
沢
ひ
ば
り
保
育
園
で
、
そ
れ

ぞ
れ
夕
涼
み
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
自
分
た
ち
手
作
り
の
ユ
ニ
ー
ク
で
か
わ
い
ら

し
い
お
み
こ
し
を
担
い
で
、園
庭
を
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、ゲ
ー

ム
や
お
め
ん
、
金
魚
す
く
い
な
ど
の
縁
日
祭
り
を
楽
し
ん
だ
り
、

や
ぐ
ら
の
周
り
で
親
子
一
緒
に
踊
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

猛
暑
が
続
い
た
こ
の
夏
も
、
町
内
各
地
で
恒
例
の
夏

祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲

み
ず
は
し
保
育
園

▲

南
高
根
沢
ひ
ば
り
保
育
園

▲

祖
母
井
保
育
園
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芳
賀
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

第
60
回
大
会

【
女
子
リ
ー
グ
】

◆
期
日
／
６
月
21
日（
金
）〜
28
日（
金
）

◆
場
所
／
第
2
体
育
館

◆
結
果
／

優
　
勝
　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

準
優
勝
　
ト
マ
ト
フ
レ
ン
ズ

優
秀
選
手
　
酒
井
　
沙
希

敢

闘

賞
　
橋
本
　
友
美

【
混
合
リ
ー
グ
】

◆
期
日
／
7
月
3
日（
水
）〜
17
日（
水
）

◆
場
所
／
第
2
体
育
館

◆
結
果
／

優
　
勝
　
三
十
路
ボ
ン
バ
イ
エ
２

準
優
勝
　
ブ
ロ
ッ
娘
リ
ー

優
秀
選
手
　
小
柳
　
志
帆

敢

闘

賞
　
水
沼
　
由
加
里

第
65
回
芳
賀
郡
市
民
体
育
祭

◆
期
日
／
８
月
４
日
（
日
）

◆
場
所
／
第
２
体
育
館
ほ
か

◆
結
果
／
【
団
体
の
部
】

優
　
勝
　
軟
式
野
球

　
　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
　
　
相
撲

　
　
　
　
剣
道

準
優
勝
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
子
）

　
　
　
　
テ
ニ
ス

　
　
　
　
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
弓
道

※
芳
賀
町
チ
ー
ム
が
２
位
以
内
の
種
目

を
掲
載
し
て
い
ま
す

▲女子リ－グ優勝（アスパラガス）

▲混合リーグ優勝
（三十路ボンバイエ２）

▲相撲優勝

▲ソフトテニス優勝

▲軟式野球優勝

▲ソフトボール優勝 (祖母井)

﹇
敬
称
略
﹈

芳
賀
町
ロ
マ
ン
花
火
２
０
１
３

　

８
月
３
日
（
土
）
芳
賀
町
ロ
マ
ン
花
火
２
０
１
３
が
、
ロ
マ

ン
の
湯
周
辺
で
盛
大
に
行
わ
れ
、
約
５
万
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
は
が
で
は
、
焼
き
そ
ば
や
ビ
ー
ル
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ

ト
な
ど
の
売
店
が
並
び
、
上
横
町
・
西
町
・
内
町
・
代
町
の
お

は
や
し
会
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
年
の
花
火
大
会
に
は
、
４
３
５
の
企
業
や
個
人
か
ら
約

７
０
０
万
円
の
協
賛
金
が
集
ま
り
、
約
５
千
発
の
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

　
８
月
号
ｐ
・
11
県
柔
道
大
会
芳
賀
支
部
分
団

予
選
５
年
生
中
量
級
優
勝
田
中
誠
也
く
ん
の
在

校
名
「
南
小
」
と
あ
る
の
は
「
北
小
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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▲

第
２
分
団
第
１
部

　（
下
高
根
沢
南
・
芳
賀
台
）

　
黒
崎
英
昭
部
長
（
団
員
18
人
）

▲

第
２
分
団
第
２
部

　（
下
高
根
沢
北
・
芳
賀
台
）

　
髙
松
克
孔
部
長
（
団
員
18
人
）

▲
第
２
分
団
第
３
部

　（
芳
志
戸
）

　
小
堀
和
洋
部
長
（
団
員
15
人
）

▲

第
２
分
団
第
４
部

　（
八
ツ
木
・
上
稲
毛
田
・
給
部
）

　
宮
田
卓
司
部
長
（
団
員
20
人
）

　地域で活躍している町消防団を紹介します。今月は第２分団です。

　最新の防災計画では、避難場所を大幅に見直しま

した。以前指定していた避難場所は２１カ所でしたが、

地震や洪水などの災害ごとに分け、１１カ所としまし

た。

▼地震による避難の場合：芳賀中学校や第二体育

　館、芳賀町工業団地管理センター、水橋分館な

　ど１１カ所

▼洪水による避難の場合：芳賀町工業団地管理セ

　ンター、水橋分館など５カ所（高台にある避難所）

　大雨や地震などの非常時には、テレビやラジオ、情

報無線などの緊急情報に注意してください。

　また、今年度の町民満足度調査では、「家族３日分

相当の食料と水を備蓄していますか」の問いでは、備

蓄していると答えた人は２４％と少数でした。自分の

身は自分で守るという「自助」の考え方に基づき、各

家庭では、家族３日分相当の食料と飲料水の準備をし

てくださるようお願いします。

私たち芳賀町消防団です
総務課地域安全対策係　【☎028(677)6029】

総務課地域安全対策係　【☎028(677)6029】

避難場所一覧

施 設 名 所 在 地 地震 洪水

町民会館 祖母井５４８－１ ○ ○

芳賀東小学校 祖母井３８８ ○ ○

ロマンの湯 上延生１６０ ○ ×

芳賀中学校 与能８５５－１ ○ ×

芳賀町第二体育館 与能８６１－１ ○ ×

生涯学習センター 下高根沢２５５２ ○ ×

芳賀町工業団地
管理センター

芳賀台９８ ○ ○

芳賀北小学校 芳志戸１０３０ ○ ×

ＪＡはが野
すこやか南高 上稲毛田８２５ ○ ○

芳賀南小学校 西水沼４１ ○ ×

生涯学習センター
水橋分館

西水沼２２５４ ○ ○

非常時の避難場所が変わりました非常時の避難場所が変わりました
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芳賀町内保育園

入園の要件

■保育時間

１１月下旬　聞き取り調査

　　　　　 入園判定会

 １月中旬　入園決定

■乳児保育

■軽度障害児保育

■各保育園に看護師を配置

■書類の入手先

■給食

こども育成課児童保育係 【☎028（677）6024】

　保育園は、保護者が仕事や病気などにより、家庭でお子さんの保育ができないときに保護者に代

わって保育を行う施設です。

保護者が次の要件に該当し、同居の家族も保育ができない場合が入園の対象です。

（１）仕事をしている

（２）妊娠中や出産のとき

（３）病気やけが、または心身に障害があるとき

（４）家庭で病人や障害者の世話をしているとき

（５）その他、お子さんの保育ができない特別な事情があるとき

月曜日～土曜日　７：００～１９：００

※南高根沢ひばり保育園は１９：３０まで

１８：００以降は延長保育料がかかります。

土曜保育は、各園で別途申込が必要です。

（１）保育園入園申込書

（２）勤務証明書、自営業等就労申立書

　親のほか、６５歳未満の同居の祖父母、おじ・

　おばの証明も必要です。

（３）その他

　①軽度障害児保育を希望する人、お子さん

　　の発育に心配のある人は、母子健康手帳、

　　療育手帳（ある人）を持参してください。

　②町内在住で、他市町の保育園への入所を

　　希望する人、その他特別な事情がある人

　　は、こども育成課へご相談ください。

生後５７日目から保育

集団生活が可能な児童が対象

※祖母井・南高根沢ひばり・みずはし保育園で実施

保育中に熱を出すなど体調不良となった児童に

対し、保護者が迎えに来るまでの間、看護師

が適切な対応をします。また、お子さんの健康

管理などの相談も随時お受けしています。

親子で保育士と面接し入園理由や家族状況・発育状況を確認します。

保育が必要な児童から入園の決定をします。

入園できるかをお知らせします。

所 芳賀町大字祖母井２９３－１

☎ ０２８（６７７）０２２０　年 ０～５歳　定 １２０人　

所 芳賀町大字西水沼２２４１－１

☎ ０２８（６７８）０５１１　年 ０～５歳　定 ７０人　

※ 所 所在地、　☎ 電話番号、　年 保育年齢、　定 定員

所 芳賀町大字芳志戸１０２４

☎ ０２８（６７７）１４０７　年 ０～５歳　定 ９０人　

所 芳賀町大字西水沼２４２２－６

☎ ０２８（６７８）１１１４　年 ０～２歳　定 ３０人　

● こども育成課
● 町内の各保育園
● 町ホームページ

　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ｈａｇａ．ｔｏｃｈｉｇｉ．ｊｐ完全給食（３歳児以上は給食費を各園で徴収）

保育の内容

申し込み後の流れ

入園申込に必要な書類

入園申込

芳賀町内の

芳賀町立　祖母井保育園 社会福祉法人 絆の会　南高根沢ひばり保育園

社会福祉法人 ミドリ福祉会　第三ミドリ保育園社会福祉法人 上野福祉会　みずはし保育園

保 育 園

■受付期間　１０月１日（火）～３１日（木）
■受付場所　町内各保育園・こども育成課

教育委員会からこんにちは
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　地域の課題解決や今後の町政運営に役立てるため、大字自治会ごとに、町長

をはじめ町執行部が出向いて、地域の皆さんと意見交換します。ぜひご参加く

ださい。
■日程／

■内容／①町からの説明（町政経営方針・４つの重点施策）②地域から説明を

求められた事業の説明③地域からの質問・要望事項への回答

大　　　字 開 催 日 時 会　　　場

東　高　橋 　９ 月 ７日（土）１９：００ 東高橋構造改善センター

祖　母　井 　９月２０日（金）１９：００ 農業者トレーニングセンター

西　高　橋 　９月２４日（火）１９：００ 西高橋構造改善センター

稲　毛　田 　９月２６日（木）１９：００ 稲 毛 田 公 民 館

　おはなしボランティアの皆さんによ

る、絵本や紙芝居などの読み聞かせを

行います。

■日時／９月２１日（土）１４：００～

■場所／総合情報館おはなし室

■日時／１０月１２日（土）８：３０町民会

館出発（１７：３０帰着予定）

■場所／まほろん（福島県白河市）

■対象／小学生とその保護者

■参加費／３２０円（勾玉体験代）

■持参物／お弁当、飲み物、帽子、タ

オル、おこづかい

■定員／先着２５人

■申込期間／９月１０日（火）～２１日（土）

　つくしんぼ教室は、卵・乳・小麦など

を使わないお料理を学ぶ教室です。

■日時／９月８日（日）１０：００～１３：００

■場所／生涯学習センター

■講師／河田　裕子

■参加費／１回１，０００円

■締切／９月６日（金）

■日時／９月２６日（木）８：００町民会館

集合、８：３０出発

■場所／茨城県北茨城市内

■参加費／３，０００円（昼食代含む）

■定員／先着２７人

■締切／９月１０日（火）※日・月休館

■開催日と内容／

１０月１９日（土）：ピザほか　

１１月 ２日（土）：ドーナツ・イモの煮っ

ころがし・郷土料理

１２月２１日（土）：チヂミ・韓国風のり

巻き・わかめスープ

■時間／９：３０～１２：００

■場所／水橋分館調理室

■対象／町内在住の親子

■定員／先着１０人（３回参加できる

人を優先）

■持参物／エプロン、三角巾、手拭き

タオル

■参加費／各回１人３００円

■締切／１０月１２日（土）※日・月休館

■日時／１０月２６日（土）～２７日（日）１泊２日

■内容／選択活動Ⅰ：①サンマの干物作
り体験と創作活動②サンマの網焼き・

試食体験と塩作り活動、選択活動Ⅱ：ナ
イトハイク・貝殻細工・海の展示館見学

など、全体活動：サツマイモ掘り体験と

つぼ焼きいも試食

■募集人員／県民約２００人

※定員を超える場合は抽選

■参加費／大人５，４００円、高校生４，

０００円、中学生３，２００円、小学生３，０００

円、３歳以上就学前２，２００円、３歳未満

３００円※コースや食事メニューなどによ

り別途料金加算あり

■申込方法／はがき〒311-1412 茨城県

鉾田市玉田 336-2とちぎ海浜自然の家・

FAX0291-37-4008・電話※必要事項①

郵便番号②住所③電話番号④代表者お

よび全参加希望者の氏名・年齢（学年）

■締切／９月３０日（月）

海浜の旬・さんまとさつまいも
とちぎ海浜自然の家【☎ 0291(37)4004】

親子で料理教室
水橋分館　      【☎ 028(678)0004】

ボランティア友の会講座
文学・歴史散歩の集い
（秋の歴史散歩）
「北茨城の文学歴史を訪ねる」
生涯学習センター【☎ 028(677)0306】

芳賀町図書館おはなし会
総合情報館       【☎028(677)2525】

冒険チャレンジクラブ
「古代を探ろう」
祖母井分館     　  【☎028(677)0132】

講座・教室

企画課情報広報係　 【☎ 028(677)6099】

議会事務局　 【☎ 028(677)6023】

地区座談会を開催します

≪一般質問≫

増渕さつき議員

○「芳賀町地域防災計画」について

○芳賀地区消費生活センターについて

○町制施行６０周年記念事業

※議会の様子は芳賀チャンネルで放映されます。詳しくは番組表をご覧ください。

期　　日 内　　　　容

９月３日（火）開会、提案理由の説明、決算審査報告、同意案件の採決

９月５日（木）
一般質問、報告案件の質疑、決算認定を除く案件の質疑・討論・
採決

９月６日（金）決算認定質疑・常任委員会付託、常任委員会

９月９日（月）     
　～１２日（木）

常任委員会

９月１７日（火）
常任委員長決算認定審査結果報告・委員長に対する質疑・討
論・採決、閉会

９月議会定例会日程予定

企画課企画財政係【☎ 028(677)6012】

つくしんぼ教室
河田　裕子     【☎ 090(5400)1189】
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お知らせ

　現在お使いの国民健康保険被保険者

証（保険証）は、９月３０日で有効期限

が切れます。

　新しい保険証の色は「浅黄色」です。

９月中旬に、世帯全員分を世帯主あてに

緑色の封筒で郵送しますので、受け取っ

たら記載内容に間違いがないか確認して

ください（保険証は８月末現在の情報に

基づき作成されます）。９月中に届かな

い場合はお問い合わせください。※期限

切れの保険証は、住民課や町内医療機

関などの回収箱に投かんしてください。

　１０月１日以降に医療機関にかかると

きは、必ず新しい保険証を使用してくだ

さい。

　なお、国民健康保険税の滞納がある

世帯には、通常の保険証よりも有効期間

が短い保険証を住民課窓口で交付しま

す。郵送はしませんのでご注意ください。

　町内で農作業有害獣（イノシシなど）

の駆除を行っています。わなの近くに

は「表示票」があります。危険ですの

で近づかないようにしてください。

■期間／９月～平成２６年３月

■場所／上稲毛田、稲毛田、下高根沢

などの山林

　平成２４年の水稲・大豆生産で、放

射性セシウム吸収抑制対策（カリ質肥

料の施用）を実施した場合には、損害

賠償請求が可能です。

■対象年次／平成２４年産

■対象作物／水稲、大豆

■対象経費／カリ質肥料の調達費用

※施用を外部委託した場合の施用経費

も対象となります

（ただし、通常の営農活動を超える増加分）

■請求の取りまとめ・東電への請求主体／

東京電力原発事故農畜産物損害賠償対

策栃木県協議会（事務局：ＪＡ栃木中央会）

■問い合わせ先

①ＪＡから肥料を購入された人　　　

　→各ＪＡへ

②肥料店から肥料を購入された人　　

　→各肥料店へ

③その他の手段で肥料を購入された人

　→町農政課へ

　平成２５年産米について、国の検査方

針に基づき放射性物質検査を行います。

町内３カ所から出荷前の玄米を抽出して

検査を行い、出荷可否の判断をします。

　基準値（１００ベクレル／キログラ

ム）以下であり安全が確認されるまで

は、出荷や販売などはできません。農

協や集荷業者への販売だけでなく、親

戚などへの無料譲渡や直売もできませ

んので、ご注意ください。

■検査実施・結果判明の時期／９月上旬予定

　

　９月２１日（土）～３０日（月）の期間中

町では交通安全意識の高揚を図るた

め、街頭広報活動を実施します。

■日時・場所／①９月２４日（火）ＪＡは

が野芳賀支店南交差点②９月２５日（水）

工業団地管理センター北交差点③９月２６

日（木）旧ＪＡ水橋支所北バイパス交差点

いずれも７：３０～

　

■日時／１０月４日（金）９：００～１５：００

■場所／真岡市総合福祉保健センター、

茂木町民センター

■内容／離婚・扶養・相続・家事に関す

る一切の相談・交通事故・金銭の貸借（サ

ラ金その他）・土地や建物の問題・その

他民事一切の相談（秘密は厳守します）

■相談員／民事調停委員、家事調停委員

■費用／無料

■申込／予約の必要はありませんので、

当日直接会場へお越しください

■日時／９月１３日（金）１３：００～１５：３０

※受付は１５：００まで

■場所／真岡市商工会議所

■対象／①福祉のお仕事をお探しの人、

転職をお考えの人②平成２６年３月卒業

見込みの専門学生、短大生、大学生③

福祉の仕事、資格取得に興味のある人

■内容／求人事業所の採用担当者から

の仕事の内容・応募条件の情報提供、

センター相談員への求人状況や資格の

相談

■日時／１０月４日（金）１０：００～１５：００

■場所／道の駅はが会議室

■内容／行政相談員が行政に関する相

談、そのほかさまざまな相談を受け付

けます。申込不要ですので、お気軽に

お越しください。

　成年後見制度は、判断能力が不十分

なために財産侵害を受けたり、人間とし

ての尊厳が損なわれたりすることがない

よう、法律面や成果面で支援する身近

な仕組みです。

　老後に不安をお持ちのご本人はもちろ

ん、高齢者や知的障害者を擁護する人

は、ぜひ相談会をご利用ください。

■日時／９月１６日（月・祝）

１０：００～１５：００

■場所／栃木県司法書士会館

■相談方法／面談・電話 ＴＥＬ０２８（６３２）９４２０

■内容／成年後見（高齢者の財産管理）

に関する相談

■相談員／司法書士

■費用／無料

　屋外広告物とは、常時または一定期

間継続して屋外で公衆に表示されるもの

で、看板や張り紙、のぼり旗などが含

まれます。町内に看板などを立てる場合

は、栃木県屋外広告物条例が適用され、

一部を除き許可が必要です。

　適正化旬間では、各地で広報活動や

違反屋外広告物に対する是正指導など

が実施されます。

　良好な景観の形成、広告物による事故

防止のため、適正な表示をお願いします。

　就職を希望される障害者の人であれ

ば、どなたでも参加できます。また、

採用意向のある事業主の皆さんの積極

的な参加をお願いします（派遣求人・

請負求人での申込は不可）。

■日時／１０月１１日（金）１３：３０～１６：００

※求職者受付は１２：４５～１５：００

■場所／ホテル東日本宇都宮

米の放射性物質検査を実施します
農政課農業振興係【☎ 028(677)1110】

特設行政相談
企画課情報広報係【☎ 028(677)6099】

調停相談会
真岡調停協会　【☎ 0285(82)2076】

９月１日～１０日は屋外広告物
適正化旬間です
都市計画課都市計画係
　　　　　　　【☎ 028(677)6020】

水稲・大豆生産でセシウム吸
収抑制対策を実施された人へ
農政課農業振興係【☎ 028(677)1110】

秋の交通安全県民総ぐるみ運動
総務課地域安全対策係
 　　　　　　　【☎028(677)6029】

とちぎ障害者合同就職面接会
（県央地区）
ハローワーク真岡 【☎0285(82)8655】

国民健康保険証は１０月更新です
住民課国保年金係 【☎ 028(677)6038】

福祉のお仕事ミニ面談会
県社会福祉協議会福祉人材・
研修センター  【☎ 028(643)5622】

高齢者・障害者のための
成年後見相談会
リーガルサポートとちぎ支部  　　
　                   【☎ 028(632)9420】

くくりわなでイノシシ駆除を実施中
農政課農業振興係【☎ 028(677)1110】

17 2013.9 広報はが



本校入学を前提とするものではなく、保

護者のみでも参加できます。

学校公開（運動会見学）

■日時／９月２１日（土）９：３０～１４：００

■対象／どなたでも可

■申込方法／事前に電話

体験学習（概要説明・授業（保育）参観・

授業（保育）体験）※事前申込必要

■日時／小学部・高等部９月２７日（金）、

中学部１０月４日（金）、幼稚部１１月６日（水）

いずれも９：３０～１２：００

■対象／幼稚部…年中までの乳幼児、小学

部…年長～小学５年生、中学部…小学６年生

～中学２年生、高等部…中学３年生～成人

■申込方法／事前に電話（小・中学生

は通学している学校に申し込み）

■開催日／９月２２日（日）

■場所／与能テニスコート

■種目／小学生、中学生、一般

■参加費／一般１チーム２，０００円

■申込／９月１３日（金）までに参加費を

添えて武道館へ申し込み

※詳細はお問い合わせください

■日時／９月２８日～１１月１６日の毎週土

曜日９：００～１１：００

■場所／ひばりが丘公園陸上競技場

■対象／町内在住または在学・在勤の

小学生～成人

■参加費／無料

■締切／９月７日（土）

　宮路オサムさんの歌謡ショーを行いま

す。ぜひご来館いただき、宮路オサムさ

んと楽しい時間をお過ごしください。

■日時／９月２１日（土）１３：３０開場、

１４：００開演（１５：４０終演予定）

■場所／町民会館

　プロサッカークラブ「栃木ＳＣ」の試

合で、芳賀町の名を冠する「栃木ＳＣ芳

賀町民デー」のイベントが実施されます。

町民の皆さん、ぜひ会場へ足を運んでく

ださい。

■対戦カード／栃木ＳＣ－コンサドーレ

札幌

■日時／９月１５日（日）１８：００キックオフ

※雨天決行

■場所／栃木グリーンスタジアム

■内容／ＨＡＧＡ焼きソバの実演販売、

町特産品の販売・プレゼントなど

■入場料／大人２,２００円～、小・中・高

５００円～

　町の結婚相談員がパートナー探しをお

手伝いします。お気軽にご相談ください。

■日時／９月２９日（日）・１０月２７日（日）

１１月２４日（日）・１２月１５日（日）

１３：３０～１６：００

■場所／道の駅はが会議室

■持参物／身上書・写真

町結婚活動支援事業交付金

　婚活パーティなどに参加すると、１回

につき支援金３，０００円を年３回まで交

付します。

■対象／町内在住の２０歳以上の未婚の人

※詳細はお問い合わせください

募　集

　芳賀チャンネルで、お店や会社の宣伝

をしませんか。目玉商品の PR、売り出

しの告知、イベント情報などを放送でき

ます。

■放送料金／映像（動画）３０秒以内…

月額５，０００円、文字のみ（静止画）１５

秒…月額３，０００円～５，０００円

※１日９回５週間放送、詳細はお問い合

わせください

　町ホームページにバナー広告を掲載し

ませんか。

■掲載料金／１カ月１万円、６カ月５万円、

１年間８万円

■掲載場所／町ホームページのトップ画面

※詳細は町ホームページをご覧いただくか、

お問い合わせください

■日時／１０月１７日（木）

第１集合地：芳賀町役場

（８：１０集合、１７：００解散）

第２集合地：上三川町役場

（８：１０集合、１６：５０解散）

第３集合地：栃木県庁

（９：００集合、１６：２０解散）

※第１～第３のいずれの集合地から参加

するかを、往復はがきに記入

■見学施設／塩原ダム、保健環境センター

※昼食は、道の駅湯の香しおばら（各自自由）

■対象／宇都宮市、上三川町、市貝町、

芳賀町在住者

■定員／５０人※応募多数の場合抽選

■申込／往復はがきに参加者全員（１枚

で２人まで）の住所・氏名・電話番号・

年齢・希望集合地を記入し、〒３２０-

８５０１県広報課県民プラザ室へ（住所不要）

■締切／９月２７日（金）当日消印有効

　　

　視覚に障害のある幼児・児童・生徒

とその保護者、成人を対象に、本校の

教育をより一層理解していただくための

「学校公開」「体験学習」を実施します。

イベント

愛犬のふんは飼い主がき
ちんと持ち帰りましょう

芳賀チャンネルＣＭ募集
企画課情報広報係【☎ 028(677)6099】

町民ソフトテニス大会参加者募集
武道館  　　　  【☎028(677)5155】

ランニング教室参加者募集
武道館  　　　  【☎028(677)5155】

日曜結婚相談所
生涯学習センター 【☎028(677)0306】

栃木ＳＣを応援に行こう！
商工観光課商工観光係
　　　　　　　【☎ 028(677)6018】

町敬老祭
健康福祉課介護保険係  　　　      
　　　　　　　【☎ 028(677)6015】

平成２５年度県立盲学校
学校公開・体験学習
県立盲学校　　 【☎028(652)2331】

県の施設を見る「県民バス」
参加者募集
県民プラザ室     【☎ 028(623)3766】

ホームページバナー広告募集
企画課情報広報係 【☎ 028(677)6099】

熱中症 に
       　 ご注意ください

　「水分・塩分補給」と「暑さを避
けること」が大切です。
　こまめに水分・塩分補給し、無理
せず適度に扇風機やエアコンを使用
するようにしましょう。

健康福祉課健康係 【☎028(677)6042】

ミドリガメなどが原因の  
 サルモネラ症に注意！
　嘔吐（おうと）、腹痛、下痢のほか、重
症化すると意識障害やけいれんなどを
起こすことがあります。子ども、高齢者、
免疫機能の低い人は特に注意しましょう。
【予防】・子どもなどがいる家庭はカメ
などの飼育を控える・飼育槽から出した
りせず、台所では水換えをしない・動物
を触ったあとは石鹸手洗いを十分する

健康福祉課健康係 【☎028(677)6042】

全国一斉
「高齢者・障害者の人権
あんしん相談」強化週間
　電話相談【☎ 0570(003)110】
９月９日（月）～１５日（日）
８：３０～１９：００
（土日は１０：００～１７：００）

宇都宮地方法務局
栃木県人権擁護委員連合会
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●放射線量モニタリングシステムの計測値

◆測定日時：８月１６日（金）１０：００

　現在、国は空間放射線

量の基準を毎時０．２３マイ

クロシーベルト（地上１

ｍで測定）としています。

　町の空間放射線量は、

いずれの測定値も基準値

を下回っています。

環境対策課環境対策係　  【☎ 028(677)6041】

芳賀町内空間放射線量の測定結果

調査場所
測定値（μSv/h）
地上高１ｍ

芳賀東小学校（職員室前） 0.067

芳賀北小学校（職員室前） 0.072

芳賀南小学校（職員室前） 0.066

芳賀中学校（職員室前） 0.064

芳賀町工業団地管理センター（事務室北側） 0.063

おでかけクラブ（益子南公園へ行こう）

 ９日（月）１０：３０～１１：３０

みなみ子育てサロン（西高橋改善セン

ターほか）

 ９日（月）１０：００～１１：４５

こあらクラブ（０歳児と保護者）

１７日（火）１０：３０～１１：３０

ぱんだクラブ（１歳児と保護者）

 ４日（水）１０：３０～１１：４５

きりんクラブ（２歳以上児と保護者）

１８日（水）１０：３０～１１：４５

きりんぷちクラブ（２歳以上児と保護者）

１１日（水）１０：３０～１１：４５

うさぎクラブ（親子運動あそび）

２５日（水）１０：３０～１１：４５

わらべうた・昔あそび学習会　

１８日（水）１３：３０～１５：３０

十五夜・ぼうじぼ　

１９日（木）１０：３０～１２：３０

はじめてのベビーマッサージ　

３日（火）・１０日（火）・１７日（火）・２４日（火）

１３：３０～１４：３０

※臨時休業（職員研修のため）６日（金）

水沼優
ゆ め な

音奏 （　　　）東高橋克　徳
裕　子

竹越　政
まさ

喜
き

 （　　　）八ツ木秀　一
万里子

小川　愛
まな

未
み

 （　　　）東水沼貴　仁
絵　美

板橋　悠
ゆう

真
ま

 （　　　）祖母井　斉　
香　織

北條　泰
たい

吏
り

 （　　　）給　部直　希
麻　美

島田　夏
か ほ

帆 （　　　）西高橋昌　宏
亜季江

岡本　佳
か こ

子 （　　　）祖母井隆　司
裕　子

設樂　旭
あさ

希
き

 （　　　）下延生崇　之
美　佳

植木　凜
りん

花
か

 （　　　）上稲毛田健　二
小百合

阿久津　昇（89）  八ツ木  6/30

磯　　フク（99）  芳志戸  7/ 8

田野倉　均（52）  稲毛田  7/14

藤沼　トク（100）  祖母井  7/ 1

渡邉　　正（86）  西高橋  7/10

大根田和子（64）  西高橋  7/16

髙松　秀雄（81）  下延生  7/24

稲川　ハマ（97）  与　能  7/ 1

齋藤　ユキ（91）  東水沼  7/10

水沼　康博（62）  東高橋  7/16

小玉サイ子（82）  祖母井  7/25

髙沼　重安（87）  芳志戸  7/ 7

塩澤　トメ（85）  東高橋  7/15

直井　　豊（96）  祖母井  7/16

七井　一榮（82）  与　能  7/25

七井　ヒサ（85）  与　能  7/ 7

水沼真由美（37）  東高橋  7/13

大関　サト（99）  西高橋  7/17

直井　仲子（90）  祖母井  7/30

７月１日～３１日届出（掲載は承諾者のみ）

坂本　一也・萩原　　恵

上稲毛田

稲川　　聡・細根　千尋

東高橋

秋山　洋平・小林　麗美

与　能

黒﨑　靖之・大塚あさひ

祖母井

　２年に１度開催される芳賀地区の優れ

た書道家の展覧会です。

■日時／９月１３日（金）～１６日（月・祝）

９：３０～１７：００

※１６日は１５：００まで

■場所／総合情報館展示室

　栃木県誕生１４０年やっぱり木が好き

もくもくまつり２０１３～ろまんちっく村

で木と遊ぼう～

■日時／９月２８日（土）９：３０～１５：３０

■場所／ろまんちっく村にぎわい広場

■内容／体験コーナー、パネル展示、

県産材の木製品や農林産物の販売、苗

木の無料配布、マスコットキャラクター

イベントなど

お誕生会　

９月３０日（月）１１：３０～１２：００

Teaサロン　

毎週火・金曜日１０：３０～１５：３０

（ラストオーダー１５：００）

ひととき保育（託児）　

１０：００～１６：００（予約制）

■日時／９月１８日（水）

９：００～１２：００・１３：００～１７：００

■場所／役場１階町長室

■日時／９月１７日（火）１３：３０～１６：００

■場所／農業者トレーニングセンター

■日時／毎週火曜日１３：３０～１６：００

（第５週を除く）

■場所／農業者トレーニングセンター

定例相談

心配ごと相談
社会福祉協議会 【☎ 028(677)4711】

行政相談・人権相談
社会福祉協議会 【☎ 028(677)4711】

町長と対話の日
企画課情報広報係【☎028(677)6099】

とちぎ木材フェスティバル
とちぎ木材フェスティバル実行委員会
　　　　　　  【☎028(652)3687】

芳賀地区書道連盟会員展
総合情報館       【☎028(677)2525】

子育て支援センターあっとほーむ
あっとほーむ（生涯学習センター内）
　　　　　　    【☎028(677)8400】

子育てガイド
子育てひろばぴよぴよ
ぴよぴよ（モテナス芳賀内）
　　　　　　    【☎ 028(677)0110】

芳賀町
　うまいもんフェア

●とれたて新米祭り
　９月２１日（土）～２３日（月・祝）
●新鮮甘い豊水梨祭り
　９月23日（月・祝）

場所　道の駅はが
道の駅はが　【☎ 028(677)6000】
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塚
原
政
子
さ
ん
か
ら
の
投
稿

　

芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
孫
の
様
子
を
楽
し
み

に
見
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
さ
ん
か
ら
の
投
稿

　

農
業
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
方
を
取
り
上

げ
て
ほ
し
い
。

▼
広
報
は
が
・
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
こ
だ

わ
り
の
仕
事
や
趣
味
に
励
む
人
の
紹
介
や
、
保

育
園
や
学
校
な
ど
で
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
な

ど
、地
域
に
密
着
し
て
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
情
報
を
お
持
ち
で
し
た
ら
、

係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

★「
あ
な
た
の
声
を
聞
か
せ
て
ね
！
」コ
ー
ナ
ー

投
稿
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
図
書
カ
ー
ド
５
０
０
円

分
）
当
選
者
（
平
成
25
年
７
月
号
広
報
は
が
）

・
鈴
木　

陽
子
さ
ん

・
高
松　

イ
ク
さ
ん

・
塚
原　

政
子
さ
ん

（
品
物
は
ご
記
載
い
た
だ
い
た
ご
住
所
あ
て
に

郵
送
し
ま
す
。）

　

広
報
は
が
・
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
関
す
る
ご

感
想
・
ご
意
見
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
※
毎
月
10
日
締
切
（
な

お
紙
面
の
都
合
に
よ
り
記
載
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

●
身
近
な
出
来
事
や
町
に
関
す
る
要
望
・
意
見

立
ち
話
噂
の
種
が
芽
吹
き
す
る

長
谷
川　

攻
（
八
ツ
木
）

思
っ
て
も
仕
方
な
い
こ
と
又
思
い

鈴
木
勢
津
子
（
高
根
沢
）

社
長
さ
ん
皆
が
ふ
り
む
く
安
酒
場

七
井　

章
治
（
与　

能
）

長
靴
が
足
踏
み
し
て
る
水
溜
り

野
沢　

子
（
下
延
生
）

自
転
車
を
止
め
て
路
肩
に
待
つ
我
に

会
釈
す
る
人
素
通
り
す
る
人

山
口　

タ
カ　
（
祖
母
井
）

追
う
猫
と
逃
げ
ゆ
く
猫
の
空
間
を

梅
雨
の
風
が
吹
き
抜
け
て
ゆ
く

藤
沢　

久
夫   

（
稲
毛
田
）

雑
草
の
中
に
伸
び
ゆ
く
昼
顔
の

清
ら
に
咲
け
り
梅
雨
の
晴
れ
間
を

佐
山
美
代
子（
下
高
根
沢
）

山
道
を
走
り
去
り
ゆ
く
鹿
に
似
て

二
輪
車
の
我
林
道
を
ゆ
く

荷
見　

泰
一　
（
芳
志
戸
）

短
歌

兜
虫
も
が
き
も
が
き
て
棘
の
足

北
井　

茂
子
（
東
高
橋
）

盆
踊
紅
緒
の
ぞ
う
り
地
を
け
っ
て

見
目
ト
キ
子
（
東
高
橋
）

火
に
焼
か
る
鮎
に
お
ど
ろ
く
幼
き
子

小
林　

元
子
（
東
高
橋
）

派
手
気
味
の
帽
子
そ
の
ま
ま
夏
終
わ
る

塩
田
恵
美
子
（
祖
母
井
）

俳
句

川
柳

▲高松イクさん（下高根沢）

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

「
文
芸
芳
賀
」
第
23
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た

　

随
筆
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
を
掲
載
し
た
、
今
年
の

「
文
芸
芳
賀
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
冊
１
，０
０
０
円
で
町
民
会
館
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

お
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

町
民
会
館 

【
☎
０
２
８(

677)

０
０
０
９
】
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広報はが・芳賀チャンネルをご覧いただいたご感想・ご
意見をお寄せください。
　投稿いただいた方の中から、抽選で図書カード（５００円分）を３
人にプレゼントいたします。当選者の発表は、広報はが・芳賀チャン
ネルで行います。必ず住所・氏名をご記入ください。
9 月号投稿締切：10月 10日（木）※当日消印有効

①該当するものにチェックを付け、カッコ内にはその理由（具体的な部分など）
をご記入ください。また、ご感想・ご意見もご記入ください。
１  あなたにとって有意義な情報はありましたか？
　広報はが9月号　　　　 　　　□はい　□いいえ（　　　　　　　　　　　　）
　芳賀チャンネル 8月放送分　　 □はい　□いいえ（　　　　　　　　　　　　）
２  表現方法はわかりやすかったですか？
　広報はが9月号　　　　　 　　□はい　□いいえ（　　　　　　　　　　　　）
　芳賀チャンネル8月放送分  　　□はい　□いいえ（　　　　　　　　　　　　）
３  印象に残る写真や映像はありましたか？
　広報はが9月号　　　　　 　　□はい　□いいえ（　　　　　　　　　　　　）
　芳賀チャンネル8月放送分 　　□はい　□いいえ（　　　　　　　　　　　　）
４  ご感想・ご意見

②地域の行事や、身近な出来事など取り上げてほしいことをお知らせください。投稿
いただいた中から、広報はがへの掲載や、芳賀チャンネル放映のための取材をさせ
ていただきます。（添削させていただく場合がありますので、ご了承ください。）

③町政に関するご意見・ご要望などがありましたら、ご記入ください。

④このほか、イラストを募集しています。
　紙（サイズははがき以上Ａ４以下）に描いて、このページを封筒にして封入し、  
　お送りください。

あなたの声を聞かせてね！コーナー投稿募集
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今
回
は
、
町
内
に
残
る
１
２
０
０
年
か
ら

１
５
０
０
年
代
に
築
城
さ
れ
た
城
跡
に
つ
い
て

で
す
。

　

町
内
に
は
祖
母
井
城
、
稲
毛
田
城
、
高
橋
城
、

舟
戸
城
、水
沼
城
、平
石
館
の
６
つ
の
城
が
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
資
料
は
芳
賀
町
史

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
残
っ
て
い
る
資

料
が
多
い
祖
母
井
城
、
舟
戸
城
、
高
橋
城
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

祖
母
井
城
は
、
１
５
５
０
年
頃
、
代
々
宇
都

宮
家
の
家
臣
で
祖
母
井
信
濃
守
吉
胤
が
築
い
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
城
の
内
公
園
周
辺
に
あ
っ

た
祖
母
井
城
は
、
東
西
約
１
６
０
メ
ー
ト
ル
、

南
北
約
３
３
０
メ
ー
ト
ル
の
城
域
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
し
か
し
現
在
は
大
部
分
が
住
宅
地
と

な
り
、
当
時
を
し
の
ぶ
も
の
は
城
の
南
東
部
と

思
わ
れ
る
一
角
に
わ
ず
か
に
土
塁
が
残
っ
て
い

る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
吉
胤
の
死
後
、
豊
臣
氏
の

怒
り
に
触
れ
た
主
家
の
宇
都
宮
氏
が
取
り
つ
ぶ

し
に
な
り
、
祖
母
井
氏
も
没
落
し
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
１
５
９
７
年
の
こ
と
で
す
。

　

舟
戸
城
は
、
１
４
０
０
年
頃
当
時
の
領
主
で

あ
っ
た
水
沼
主
水
勝
侶
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た

と
す
る
説
と
、
１
５
３
０
年
頃
に
宇
都
宮
氏
の

家
臣
で
あ
っ
た
水
沼
五
郎
に
よ
る
も
の
と
の
説

が
あ
り
ま
す
が
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
西

水
沼
の
天
満
宮
の
南
に
あ
っ
た
舟
戸
城
は
、
東

西
６
０
メ
ー
ト
ル
、
南
北
１
５
０
メ
ー
ト
ル
の

広
さ
で
、
緩
や
か
な
台
地
で
あ
っ
た
た
め
、
侵

入
を
防
ぐ
た
め
の
堀
が
掘
ら
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

高
橋
城
は
、
宇
都
宮
氏
の
家
臣
で
あ
る
高
橋

義
通
が
１
３
５
０
年
頃
築
城
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
東
高
橋
の
北
部
に
あ
り
、
現
在
は
水
田

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
第
12
代
城
主
の

高
橋
小
太
郎
の
墓
と
言
わ
れ
て
い
る
五
輪
塔
が

ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
で
は
、
城
を
死

守
す
る
会
津
藩
と
維
新
軍
と
の
攻
防
は
激
し
い

も
の
で
し
た
。
全
国
各
地
の
有
名
な
城
に
残
る

数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
よ
う
に
、
町
内
に
あ
っ

た
と
さ
れ
る
城
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新着資料
一般書

その他多数入荷していますので、ぜひご利用ください。

９月の休館日

図書館蔵書点検のため休館します
１０月２日（水）～４日（金）
ご理解・ご協力をお願いします。

２・９・１７・２４・２７・３０日

　
「
芳
賀
町
健
康
づ
く
り
推

進
計
画
」
に
基
づ
き
、
町
の

健
康
課
題
に
関
わ
る
本
を
集

め
た
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま

し
た
。
町
が
発
信
す
る
情
報

も
あ
わ
せ
て
提
供
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
、
主
体
的
に
健

康
づ
く
り
を
進
め
て
も
ら
う

た
め
の
コ
ー
ナ
ー
を
目
指
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◎共震 相場　英雄
◎祭りの日 北原　亞以子
◎ニッチを探して 島田　雅彦
◎爪と目 藤野　可織
◎千両かんばん 山本　一力

◎きょうのシロクマ あべ　弘士
◎最初の質問 長田　弘
◎おまつりのねがいごと　つんつくむらのおはなし
　　　　　　　　　　　たしろ　ちさと
◎お月見テンテン　９月のおはなし 

蜂飼　耳
◎ネコの目からのぞいたら 

シルヴァーナ・ガンドルフィ
ＴＲＣ週刊全点案内より転載

児童書

死
神
の
浮
力

著
：
伊
坂　

幸
太
郎

（
文
藝
春
秋
）

　

７
日
の
間
、
対
象
の
人
間
を

観
察
し
、「
可
」
か
「
見
送
り
」

か
ど
う
か
を
判
定
。「
可
」
の

場
合
８
日
目
に
そ
の
人
間
の
死

を
見
届
け
る
存
在
の
死
神
で
あ

る
千
葉
は
、
娘
を
殺
し
た
犯
人

を
追
う
夫
婦
の
敵
討
ち
に
参
加

す
る
が
…
。

お
ば
け
の
ゆ
か
い
な
ふ
な
た
び

著
：
ジ
ャ
ッ
ク･

デ
ュ
ケ
ノ
ワ

訳
：
お
お
さ
わ　

あ
き
ら

（
ほ
る
ぷ
出
版
）

　

な
か
よ
し
お
ば
け
が
夢
の
国

の
「
あ
こ
が
れ
島
」
ま
で
、
豪

華
客
船
の
船
旅
に
出
発
。
で
も

こ
の
船
、
船
長
さ
ん
も
船
員
さ

ん
も
い
な
い
け
ど
本
当
に
大
丈

夫
？

※
Ｔ
Ｒ
Ｃ
週
刊
全
点
案
内
よ
り
転
載

▲現在の祖母井城跡

▲舟戸城跡入口

▲現在の高橋城跡

図
書
館
内
に

健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー  

　
　
が
で
き
ま
し
た
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健康福祉課から

９月の乳幼児健診・相談・予防接種
健康係　【☎028(677)6042】

健康係　【☎028(677)6042】

健康係　【☎028(677)6042】

健康係　【☎028(677)6042】

健康係　【☎028(677)6042】

乳幼児健診 期　日 対　　象
4カ月児健診   4 日（水）平成 25年 4月生
6カ月児相談   4 日（水）平成 25年 1・2月生
10カ月児健診 11日（水）平成24年10・11月生
1歳 6カ月児健診 13日（金）平成 24年 2・3月生

実施日 場　　所
  ５日（木） 農業者トレーニングセンター
  ６日（金） 第２体育館
  ７日（土） 農業者トレーニングセンター
  ８日（日） 水橋分館
  ９日（月） 高橋地域体育館
１０日（火） 生涯学習センター

相　　　談 期　日 備　　考
栄養相談 10日（火）予約制

こころの相談
  2 日（月）

予約制
18日（水）

予防接種 期　日 備　　考

BCG 集団接種 10日（火）
平成24年 9月 12日～
平成 25年 6月 11日生
予約制

９月の総合検診日程

役場駐車場に献血バスが来ます

男だけの筋トレ塾
～引き締まったBody を目指すあなたへ！
　いつまでもおいしくお酒を飲みたいあなたへ！～

　受診を希望する人は、電話か健康福祉課窓口で
お申し込みください。

　16～ 69歳の健康な人の積極的なご協力をお願
いします。
※65歳以上の人は60 ～ 64歳の間に献血経験の
ある人に限ります
○日時／9月27日（金）13:45 ～16:00
○受付／役場1階ロビー
○内容／全血献血（200mL、400mL）※成分献血
は行いません
○持参物／献血カード（お持ちの人のみ）、身分証
明書（免許証など）
○注意事項／健康状態や服薬状況などにより献血
できない場合があります

○日時／１０月１９日（土）・２６日（土）2回コース
　１８：００～２０：００
○場所／温泉健康センター（ロマンの湯北側）
○内容／運動「マシンを使わない筋力トレーニング
　　　　　　を中心にストレッチ・有酸素運動等」
　　　　講話「身体にやさしいお酒の飲み方とおつ  
　　　　　　まみ」
○講師／トライビクスインストラクター　
　　　　神山裕子先生
　　　　町管理栄養士　小堀理恵
○対象／町民（男性限定） 
○定員／先着２０人
○参加費／無料
○持参物／上履き、飲み物（水分補給用）　
○締切／１０月１１日（金）

○日時・場所／
◆事前説明会　１０月１６日（水）
　１０：００～１１：３０　保健センター
◆講話・調理実習　１０月３０日（水）
　１０：００～１３：３０　生涯学習センター
◆結果報告会　１２月１１日（水）
　１０：００～１１：３０　保健センター
※１０月２３日（水）、１２月２日（月）の午前中に尿
を提出していただきます
○内容／尿中塩分測定、血圧の基礎知識、おいし 
　く減塩料理
○対象／町内在住で血圧が気になる人
○定員／先着２０人    
○参加費／無料
○講師／食生活改善推進員、保健師

※検診の受付時間は８：００～１１：００です

　いきいきと楽しい生活がおくれるよう、おおむね６０歳
以上の人を対象に、生きがいサロンを実施しています。
　今年度新たに南高地区在住男性限定サロンを開所しま
した。参加、見学などお気軽にお問い合わせください。

「南高男のサロン」開催

高血圧予防教室
～まだ間に合う！血管アンチエイジング～

地域包括支援センター係【☎028 (677) 6015・6080】

日　時 内　容 場　所

 9 月

6日（金）
9:00~12:00 体力測定 生涯学習センター

ふれあい室
20日（金）
9:00~13:00 料理教室 生涯学習センター

調理室

10月

4日（金）
9:00~12:00

グラウンド
ゴルフ体験

生涯学習センター
校庭

18日（金）
9:00~13:00

ヘルシー
つまみ作り

生涯学習センター
調理室

24日（木） 野外活動 未定

2013.9 24広報はが

① しょうがは皮つきのまま薄切りにします。
にんにくは軽くつぶしておきます。

② 鍋に酢、しょうゆ、水、砂糖、しょうが、
にんにくを入れて煮立たせます。煮立っ
たら鶏肉とゆで卵を入れ、ふたをして中
火で２０分くらい煮ます。

※途中でときどきひっくり返します。
③ ブロッコリーは小房に分け、塩少々を入
れた熱湯でゆでます。

④ 肉、卵、ブロッコリーを器に盛ります。

鶏肉のさっぱり煮
◆材料４人分

ごろごろサラダ
◆材料４人分

鶏もも肉（唐揚げ用）…８切
ゆで卵…４個
しょうが…１０ｇ
にんにく…１片
　酢…１/４カップ
　しょうゆ…１/２カップ
　水…１/２カップ
　砂糖…大さじ３
ブロッコリー…１株

さつまいも…１００ｇ
にんじん…６０ｇ
きゅうり…１本
プロセスチーズ…３０ｇ

Ａ
   塩・こしょう…少々
　　酢…小さじ１

Ｂ
　マヨネーズ…大さじ２

　　レモン汁…小さじ１

◆作り方

◆作り方

◆１人分の栄養価
◎エネルギー…２７９kcal
◎たんぱく質…２３.２ｇ
◎脂質…１６.５ｇ
◎塩分…２.３ｇ

　お酢は、料理の味を引き立て、風味を
増す力があります。
　そのため、塩分を減らしても美味しく
食べることができます。

◆１人分の栄養価
◎エネルギー…１２０kcal
◎たんぱく質…３.２ｇ
◎脂質…６.７ｇ　◎塩分…０.３ｇ

　お酢が食欲をそそり、鶏肉
が柔らかく食べやすい。サラ
ダにする野菜も湯通しするこ
とで、カボチャなども食べら
れますよ。

① さつまいもは皮ごと、にんじんは皮をむ
いて１㎝角に切ります。きゅうり、チーズ
も１㎝角に切ります。

② さつまいもとにんじんをゆで、水気を切っ
た後、塩、こしょう、酢で下味をつけます。

③ さつまいもとにんじんが冷めたら、きゅう
り、チーズと合わせ、マヨネーズとレモン
汁で和えます。

　糖尿病の合併症の中で、最も早く出てくるのが神

経障害です。多くは、手足のしびれ、けがややけど

の痛みに気付かないなどです。

　そのほか、筋肉がしぼんでしまったり、お腹の調

子が悪くなったり、立ちくらみ、発汗異常など、さ

まざまな自律神経障害の症状も現れます。

　「一生このしびれと付き合っていかなければなら

ない」と思うと、つらく長い道のりになりそうです。

　もちろん、血糖を上手にコントロールすれば、こ

のような症状は出ません。

　適切な食事コントロールと健診、また、すでに血

糖値が高めの人は、病院での経過観察が重要です。

糖尿病性神経障害
知っておきたい糖尿病 
スマートライフプロジェクト 9月号

発汗異常立ちくらみ 手足のしびれ

血糖値が上がりにくい
食べる順序
1. 水分（水やお茶など）
2. 野菜
3. たんぱく質
　（肉や魚など）
4. 炭水化物
　（ご飯やパン、麺など）
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☎

　
西
山
奈
津
さ

ん
は
、
上
延
生

に
お
住
ま
い

で
、
夫
の
雄
一

さ
ん
と
と
も
に

陶
芸
家
で
す
。

東
京
都
杉
並
区

に
自
営
業
を
営

む
ご
両
親
の
も

と
に
生
ま
れ
、
中
学
、
高
校
と
演
劇
に
夢

中
で
、
当
時
の
夢
は
舞
台
女
優
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
大
学
進
学
を
決
め
る
際
に
、
認

識
違
い
で
陶
芸
な
ど
を
学
ぶ
空
間
造
形
学

科
を
選
択
し
た
こ
と
で
、
人
生
を
決
め
る

恩
師
と
出
会
い
、
陶
芸
家
の
道
を
歩
み
始

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
は
、
益
子
町
に
移
住
。
両

親
や
友
達
は
困
惑
し
て
い
た
そ
う
で
す

が
、
一
度
決
め
た
ら
即
実
行
の
西
山
さ
ん

は
、
新
し
い
環
境
に
な
じ
も
う
と
太
鼓
演

奏
の
グ
ル
ー
プ
や
ダ
ン
ス
教
室
な
ど
に
参

加
し
、
友
達
を
増
や
し
て
い
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
ん
な
中
、
雄
一
さ
ん
と
運
命
の
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
雄
一
さ
ん
は
、
陶

器
販
売
の
営
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
い

つ
し
か
自
分
で
制
作
し
て
み
た
い
と
陶
芸

の
道
に
進
み
研
修
を
受
け
始
め
た
こ
ろ

で
、
二
人
は
結
婚
そ
し
て
上
延
生
に
窯
を

築
き
独
立
、
二
人
三
脚
で
陶
芸
家
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
西
山
さ
ん
の
陶
芸
は
、
織お
り

部べ

や
黄き

せ

ど
瀬
戸

と
い
っ
た
う
わ
ぐ
す
り
を
使
い
、
土
と
の

絶
妙
な
相
性
に
こ
だ
わ
っ
た
飽
き
が
こ
な

い
作
品
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
夢
は
「
芳
賀
町
の
わ
ら
か
ら
作
っ
た
灰

や
土
に
こ
だ
わ
っ
て
作
っ
た
作
品
を
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
展
し
、
入
賞
し
て
有
名
に
な

り
た
い
。
ま
た
、
道
の
駅
は
が
や
総
合
情

報
館
で
個
展
を
開
き
、
多
く
の
人
に
見

て
も
ら
い
た
い
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
西
山
さ
ん
の
姓
は
本
来
「
小
林
」
で

す
が
陶
芸
家

「
西
山
奈
津
」

と
し
て
活
動

し
て
い
く
そ

う
で
す
。
大

き
く
澄
ん
だ

瞳
の
奥
に
強

い
決
意
が
見

て
取
れ
ま
し

た
。

陶
芸
家
　
西
山 

奈
津
さ
ん   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
歳
・
上
延
生
）

アキアカネ
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